
 

 

 

 

去る７月 10 日（水）、令和６年度の「学校・

家庭・地域連携推進協議会」の総会を開催しま

した。頭文字をとって「学家地連」（がっかちれ

ん）と呼んでいるこの組織の設立は平成５年度

に遡ります。当時、全国的にも地域的にも中学

生を取り巻く諸問題が多くあり、それは市川中

学校も同様でした。中学生の健全な育成のため

には、学校・家庭・地域が同じ目的の下に手を

取り合うことが必要であるとの声が高まり、こ

の会が設立されました。  

学校・家庭・地域の連携という、今では当たり前とも言える言葉・考え方ですが、30 年

以上前にこの地域の人々が市川中学校のことを真剣に考えてくださり、当時考えられた最

良の形でスタートが切られました。社会教育委員、民生児童委員、保護司会、公民館など

様々な立場から所属していただくことで、幅広い意見交換がなされ、「中学生の健全な育成

のために」というひとつの目的に向かって歩みを

重ねてきました。当日は、生徒会本部役員や各学

級の会長も参加し、「町の総合防災訓練への中学

生の参加について」「町の誇れるところ」という

テーマで行ったアンケート結果を基に発言しま

した。 

７月 15 日（月）、剣道県選手権大会（個人戦）

が小瀬スポーツ公園武道館で開催されました。

市川中学校からは、𫝆村幸一郎さん、櫻井弘規

さん、髙室湘馬さん、遠藤偉一さんが参加しました。ベスト 16 の壁を突破することはでき

ませんでしたが、粘り強く戦う姿や試合後の爽やかな姿に、感動を覚える試合でした。凜

とした姿はとても格好良かったです。団体戦となる総体では、個々の力を結集して戦って

ほしいと思います。  

     

 

令和６年 

７月１７日（第１０号） 

学校長 村松章史 

中学生の健やかな成長を願い 

「学校・家庭・地域連携推進協議会」 総会開催 

剣道 県選手権大会 

梅雨明け間近、夏本番です。 

町の広報でも扱っていただけるようですので、そちらも

あわせてご覧ください。  


